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目的

再整備を進めるにあたっては、行政が中心となって整備する「三宮クロ
ススクエア」や税関線等の公共施設と周辺の建築物等の民間施設が、官
民の連携によって一体的な空間を整備する必要があります。
　今後計画される公共施設や民間施設について、相互に調整しながら一
体的で魅力的な空間を目指すため、学識経験者等の専門的な見地より意
見を求めるとともに、総合的なデザイン調整を行う場として、都心三宮
デザイン調整会議を設置しています。

メンバー

（H30.12～R6.1）
神戸大学大学院工学研究科　教授  末包 伸吾
森崎建築設計事務所  森崎 輝行
京都大学大学院工学研究科　教授  川﨑 雅史
神戸芸術工科大学環境デザイン学科　教授 長濱 伸貴

（R6.2～）

神戸女子大学家政学部家政学科　教授 田中 栄治
大手前大学建築＆芸術学部　准教授 増岡 亮
京都大学大学院地球環境学堂　教授 川﨑 雅史
大阪芸術大学建築学科　教授 吉武 宗平
株式会社LEM空間工房　代表取締役 長町 志穂
京都芸術大学　客員教授
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景観デザインコードは、平成30年９月に
策定した『神戸三宮「えき≈まち空間」基
本計画』において、景観に関する基本的な
考え方と本コードの策定に向けた方向性
を位置づけ、その後、建築・ランドスケ
ープなど幅広い分野から構成される「都
心三宮デザイン調整会議」において、30
回以上にもわたり議論を積み重ねてきま
した。さらに、節目ではデザイン調整会
議以外の専門家にも参加いただく「都心
の空間デザイン検討会議（都心三宮デザイ
ン調整会議拡大版）」を開催し、より一層幅
広い見地から意見をいただくことで、充
実を図ってきました。
　また、具体的な検討を進めるにあたっ
ては、プロポーザル方式で事業者を選定
し、多岐にわたる専門性を有する事業者
が関わってきました。
　本コードは、このような産学官の緊密
な連携により作成してきました。

都心三宮デザイン調整会議（H30.12‒）（事務局：神戸市）

委員 神戸大学大学院工学研究科　教授 末包 伸吾
 森崎建築設計事務所 森崎 輝行
 京都大学大学院工学研究科　教授 川崎 雅史
 神戸芸術工科大学環境デザイン学科　教授 長濱 伸貴

「えき≈まち空間」検討チーム

有限会社 小野寺康都市設計事務所 株式会社 E-DESIGN

ナグモデザイン事務所 WAO渡邉篤志建築設計事務所
パシフィックコンサルタンツ株式会社 株式会社 モビリティデザイン工房

エリアマネジメント支援

株式会社 E-DESIGN

空間特性分析

スペースシンタックス・ジャパン 株式会社

税関線 検討チーム

株式会社 日建設計シビル
株式会社 日建設計
（現  株式会社 日建設計）

神戸市プロジェクトチーム

都市局 都心再整備本部
・景観政策課

都市局
企画調整局
行財政局
建設局
港湾局

東遊園地 検討チーム

株式会社 公園マネジメント研究所
株式会社 エス・イー・エヌ環境計画室
株式会社 空間創研

都心の空間デザイン検討会議（R1.11‒）
（都心三宮デザイン調整会議拡大版）（事務局：神戸市）

委員 都心三宮デザイン調整会議 委員
臨時委員 東京大学　名誉教授 篠原 修
 神戸芸術工科大学環境デザイン学科　教授 小浦 久子
 東京大学大学院工学系研究科　教授 羽藤 英二
 大阪公立大学大学院工学研究科　教授 嘉名 光市

連携 連携

連携・調整 連携・調整 連携・調整 連携・調整

※ 検討に関わった事業者を記載
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デザインを支える、データとエビデンス

都市空間のデザインを検討するにあたっては、ハード整備だけ
でなく、ソフト面を含めた一体的な検討が必要です。
　単に美しいだけでなく、居心地の良い空間となるように、「デ
ザイン」の力を十分に活かすには、専門家や実務者の技量や経
験に加えて、現在の状況を客観的に捉える「データ」や、歩行
者の行動や空間に関する研究成果の「エビデンス」を、的確に
活用することが求められます。ここでは、デザインの検討に先
立って実施した歩行者行動調査や、空間特性分析の結果につい
て示します。

▲ 実地での観察調査中の様子

調査員
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1. 歩行者量分布（ゲートカウント）

エリアの多くの場所の、概ねの歩行者量
を計測し、その詳細な分布を見ることに
よって、個々の場所がどれぐらい「よく
使われて」いるのかを知ることができま
す。周りと比べて人通りが少ないなどの
課題や、活かされていないポテンシャル
の発見などにも用います。

Ⅰ歩行者行動調査

調査日時：
調査日 2019年11月22日［金］・23日［土］
時間帯 8:00‒18:30

2. 歩行行動（フォローイング）

個々の歩行者の歩行を詳しく調べること
により、不必要な遠回りをしていたり、途
中で道に迷っていたりというような動線
上の課題・問題を明らかにします。スム
ーズで、楽しく、快適に回遊できる動線
とはどのようなものか、将来像の検討の
参考となる情報です。

3. 滞留行動（スナップショット）

公共空間において、人々が座って飲食し
たり、立って話をしたりしている場所が
どこなのかを記録します。それらの場所
が選ばれるのには必然性があります。こ
のような滞留行動の観察を通じて、場所
の魅力度や快適性の現況を理解し、将来
を構想することができます。

この分野の第一人者であるデンマークの
研究者・実務家であるヤン・ゲール氏の
著書。1960年代から都市のアクティビテ
ィ研究や提案を行ってきたが、近年あら
ためて再評価されています。

『パブリックライフ学入門』鹿島出版会 , 2016
（鈴木俊治、高松誠治、武田重昭、中島直人 訳）
原著：『How to Study Public Life』2013
（Jan Gehl & Birgitte Svarre）

「人々の行動の観察調査」
の考え方

 近年、人々の行動に関するデータとして、GPSや ICT機
器から取得した情報が多く利用されるようになりました。
しかし、場所のデザインの議論においては、現地で実際
に「何が起きているのか」「どんな様子なのか」を把握す
ることが重要です。そこで本検討では人の目による「現
地での観察調査」を行いました。

 　これにより、場所の課題を明らかにしたり、潜在的な
可能性を見つけることができます。

調査範囲：

① 歩行者量分布（ゲートカウント）

②歩行行動（フォローイング）
③滞留行動（スナップショット）

②歩行行動（フォローイング）
③滞留行動（スナップショット）

JR三
ノ宮
駅

三宮
セン
ター
街

磯上
公園

神
戸

　市
役
所

全域 駅周辺・東遊園地 駅周辺・東遊園地

04

付
録

付
録 

｜ 

3
歩
行
者
行
動
調
査
と
空
間
特
性
分
析



1. 認知的な街路構造特性
 （表通りか、裏通りか）

人々は多くの場合、その場で「見る」こ
とによって街路を認知します。他の多く
の場所とのつながりが良い街路は、表通
りとして認知されやすくなります。逆に、
周囲との接続が弱く奥まった場所は、限
られた人たちだけに認知される場所にな
る特性を持っています。

Ⅱ 空間特性の指標化

2. 動線的な街路構造特性
 （経路としての特性）

例えば、道幅の広い道路で、近くに横断
歩道が無い場合など、向こうが見えてい
ても実際には、なかなか「行けない」場
所もあります。このように、人通りにも
大きく影響を与える、動線の構成につい
て、いくつかの方法で指標化します。

3. 詳細な空間特性
 （視覚的・動線的なつながり）

駅前広場や公園など、面的に広がるオー
プンスペースでは、視覚的、動線的な特
性が、場所場所で目まぐるしく変化しま
す。これらの特性分布を詳細に把握する
ことによって、現況の課題を明確にした
り、将来の状況を予測したりすることが
できます。

都市形態分析をアーバンデ
ザインに活用する手法の
代表的なものに、Space 
Syntax（スペースシンタック
ス）理論があります。英国
ロンドン大学のビル・ヒリ
アー教授らにより1970年
ごろから多くの研究、実践
がなされてきました。

上 ： Prof. Bill Hillier （1937-2019）
下：ロンドン大学 UCL 
（University College London）

▼ Space Syntaxの空間特性指標と観察調査
が用いられたロンドンの主要プロジェクト事例：
上：トラファルガー広場の再生　下：ミレニアム
ブリッジ

「空間特性の指標化」
の考え方

 まちなかには「店舗が並び、人通りの多い表通り」や「落
ち着いた雰囲気の裏通り」など、様々な特性の街路があ
ります。それぞれの街路に相応しい空間の設えや沿道建
物との関係があるはずです。

 　場所の特性の差異について、まちの形態や配置の観点
から定量化する手法があります。これを用いることにより、
理に適ったデザインの方向性を見つけやすくなります。

先行事例について

このような人の行動の観察調査や空間
特性の指標化を用いた都市空間のデザ
イン検討は、主に英欧において多くの
活用実績があります。ロンドンにおい
ては、街の中心に位置するトラファル
ガー広場の再生や、歩道橋ミレニアム
ブリッジの架橋、金融街シティ周辺エ
リアの多くの再開発計画、オリンピッ
クシティのマスタープランからレガシ
ー再整備など、様々な都市プロジェク
トに活用され、成果を得ています。
　日本国内においても、先進的な取り
組みとして、徐々にその活用が広がっ
ています。

全域 全域 駅周辺・東遊園地
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Ⅰ- 1  歩行者量分布 歩行者がどこに存在しているか（歩行者の粗密）について把握するため、歩行者数を調べました。

調査データ：歩行者量分布（平日） 調査データ：歩行者量分布（休日）

概要：
調査日 2019年11月22日［金］・23日［土］
時間帯 8:00‒17:30
天候 曇り（両日とも）
方法 ゲートカウント５分法によるサンプ

リング調査6 時間帯（６回）の平均

調査

赤に近い色で示された場所ほど、人通
りが多いことを表しています。三宮
駅から三宮センター街にかけて、人
通りが多い一方で、三宮交差点南東
側などでやや少なくなっています。

休日

JR三
ノ宮
駅

三宮
セン
ター
街

磯上
公園

神戸
市役
所

0 200m

JR 三
ノ宮
駅

三宮
セン
ター
街

磯上
公園

神戸
市役
所

平日

0 200m

人通り量（人 /時間）：
 3,000以上
 1,200 ～ 3,000

 600 ～ 1,200

 420 ～ 600

 300 ～ 420

 180 ～ 300

 60 ～ 180

 0 ～ 60

 調査データからわかること：
• 三宮駅直近に人通りの集中が見られるが、その中にも局所的に人通りが少ないスポットがある。
• 人通りが駅周辺に集中しており、広がりがやや弱い
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調査データの考察：歩行者の分布傾向（地下） 調査データの考察：歩行者の分布傾向（地上） 調査データの考察：歩行者の分布傾向（デッキ）

考察

• 左頁で示したデータ（地下およびデッキ階
についても同様のデータ）を基に、エリア
における歩行者の分布傾向を模式的に示
したのがこの図です。

• 人通りが一部に集中しており、南側、東
側などへの広がりがやや弱いようです。

休日は多い

神戸
交通

セン
ター
ビル

ポートライナー
三宮駅

神戸阪急

Mint
神戸

デッキ層の主動線
※調査時点では、地上を経由

ほとんど
使われていない動線

北から南の
通行が多い

デッキ
0 50m

地下
鉄

三宮
駅

さん
ちか

夢広
場 味の

のれ
ん街

さん
プラ
ザ方
面へ

北から南の
流れが強い

多くの人通りがある
地下の主動線

比較的人通りの
多い連絡通路

平日は多い

地下
三宮
中央
通り

地下

三宮
花

時計
前

駅

さ
ん
ち
か

0 50m

人通りの中心

人通りの中心

人通りの少ないスポット

比較的良く使われている、
長い南北動線

エリア間をつなぐ
重要な動線

地上

時間帯によっては
かなり良く使われている
通抜け動線

神戸
サンボ

ーホー
ル

磯上
公園

ミン
ト

神戸JR三
ノ宮
駅

阪急
神戸
三宮
駅

生
田
ロ
ー
ド

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸
国際
会館

御幸
通

花時
計線

神戸
市役
所

1号館

2号館

三宮
セン
ター
街

ピア
ザ神
戸

オー
パ みず

ほ

銀行

三井住友銀行

日本銀行

関
西
電
力0 200m

凡例：
 主動線
 準動線
 
 副次動線
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Ⅰ- 2  歩行行動 歩行者量の分布だけではわからない詳細な歩行行動の様子を追跡手法によって調べました。歩行者の移動軌跡
や、歩行途中の立ち止まり行動について記録し、その傾向をまとめました。

三宮駅周辺

考察

調査データ：歩行軌跡（平日） 調査データ：歩行軌跡（休日） 調査データの考察：
歩行行動の傾向
（デッキ）

調査データの考察：
歩行行動の傾向
（地上）

調査データ：歩行途中の立ち止まり行動

阪急
神戸
三宮
駅 JR三

ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

ミン
ト

神戸

平日
0 100m

神戸交通
センタービル

ポートライナー
三宮駅

神戸阪急

Mint
神戸

ポートライナー三宮駅
南東側エリアとを結ぶ動線

デッキ層における、
潜在的な動線ニーズ

デッキ層における、
潜在的な動線ニーズ

L字の動線を
多くの人が選択 現状では上下移動を伴うが、

平面形状としては直感的に
認識しやすいルート

デッキ

阪急

神戸
三宮
駅

JR三
ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

Min
t

神戸 駅
前
広
場
と
の
関
係
が

弱
い
南
北
動
線東側

の経
路選
択地
点

遠回
り感
のあ
る動
線

地上
レベ
ルに
おけ
る、

潜在
的な
動線
ニー
ズ

狭い
東西
動線

やや
孤立
した
場所

西側
の

経路
選択
地点

地上
レベ
ルに
おけ
る、

潜在
的な
動線
ニー
ズ西側

の

経路
選択
地点

L字の動線を
多くの人が選択

地上
0 100m

阪急
神戸
三宮
駅 JR三

ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

ミン
ト

神戸

地上

阪急
神戸
三宮
駅 JR三

ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

ミン
ト

神戸

休日
0 100m

概要：
調査日 2019年11月22日［金］・23日［土］
時間帯 8:00‒18:00
天候 曇り
方法 トレース法による追跡

凡例：
  迷い（見渡す・案内板・道を尋ねる）
  交差（他の歩行者・自転車との交差）
  休憩（立ち話・電話・荷物整理）
  楽しみ（写真・お店を見る・飲食）
  その他（バス待ち、など）

660人の来訪者の歩行軌跡および行動を観察したもの601人の来訪者の歩行軌跡および行動を観察したもの

調査

 調査データからわかること：
• 三宮交差点付近で迷い行動が多く見られ、わかりにくい。
• 多くの歩行者が、一部の狭い歩道に集中していることがわかる。また、他者との交錯も見られる。
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調査

 調査データからわかること：
• 市役所南付近と旧居留地を結ぶ強い動線があるが、来訪者には認識しづらい。
• 税関線沿いの南北動線は複数に分岐しており経路が複雑である。
• 園地の一部をかすめるような動線が複数あり、園内が有効に使われていない。 

東遊園地周辺

平日

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑
1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興のモニュメント

仔馬の像

0 100m

休日

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑
1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興のモニュメント

仔馬の像

0 100m

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑
1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興のモニュメント

仔馬の像

0 100m

考察

調査データの考察：歩行行動の傾向

虹の泉

モーツァルト像

歩道よりも見通しが良く、
通り抜け動線として使われている

目的を持って
訪れる人が多い動線

経路の分岐地点で、
立ち止まる人が多い場所

1.17 希望の灯り

シムの碑

大噴水

慰霊と復興のモニュメント

仔馬の像

横断歩道位置に
集約される
東西動線

視界が広がり、
立ち止まる人が
多い場所

多
く
の
経
路
が
並
行
す
る
南
北
動
線

喫煙所などへの
動線など、
ちょっとした
立ち寄りが多い

最
も
顕
著
な
通
り
抜
け
動
線

0 100m

調査データ：歩行軌跡

※140人の来訪者の歩行軌跡
および行動を観察したもの

※62人の来訪者の歩行軌跡
および行動を観察したもの

調査データ：歩行途中の立ち止まり行動

凡例：
  迷い（見渡す・案内板・道を尋ねる）
  交差（他の歩行者・自転車との交差）
  休憩（立ち話・電話・荷物整理）
  楽しみ（写真・お店を見る・飲食）
  その他（バス待ち、など）
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Ⅰ- 3  滞留行動 ある時点における滞留空間の利用状況を調べました。歩行空間における滞留行動の分布傾向を調べる
ため、あたかも上空から写真を撮ったかのように瞬間を切り取り、そこに留まっている人を図面上に
記録しました。

三宮駅周辺

 調査

 調査データからわかること：
• 三宮交差点の周辺（角部）で、立ち止まって迷っている行動が多く見られる。
• 狭い歩道でのバス待ちなど、あまり快適とは言えない場所での滞留が多い。
• 休憩したり、景色を楽しんだりする行動がほとんど見られない。

考察

調査データ：滞留行動
（上：平日　下：休日）

調査データの考察：
滞留行動の傾向
（デッキ）

調査データの考察：
滞留行動の傾向
（地上）

阪急
神戸
三宮
駅 JR三

ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

ミン
ト

神戸

平日
0 100m

阪急
神戸
三宮
駅 JR三

ノ宮
駅

交番

神戸
阪急

ミン
ト

神戸

休日
0 100m

概要：
調査日 2019年11月22日［金］・23日［土］ 
時間帯 8:00‒18:00
天候 曇り
方法 スナップショット法により、滞

留者・歩行者の分布及び行動を
記録。1エリアあたり6回観測。

デッキ
立ち話など

手すりに沿って、
待ち合わせなど

迷い

迷い

迷い

デッキ上からの
見晴らし

デッキ上からの
見晴らし

デッキ上からの
見晴らし 階段からの

見晴らし

喫煙者多数

バス待ちなど

バス待ちなど

バス待ちなど

バス待ちなど

バス待ちなど

バス待ちなど

バス待ち、立ち話多数

休憩・立ち話

座って休憩
迷い

待
ち
合
わ
せ
・
立
ち
話
な
ど

迷い

迷い

休憩

立ち話多数

迷い

迷い

迷い

迷い

迷い

立ち話、
待ち合わせなど多数

待ち合わせ、休憩

壁
際
で
待
ち
合
わ
せ

タ
ク
シ
ー
待
ち

地上

凡例：
滞留状況
  座っている
  立っている
行動状況
  　話している
  　飲食している
  　楽しむ（買い物・写真 など）
  　休憩・待ち合わせ
  　道に迷っている様子
  　喫煙
  　その他（バス待ち など）
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 調査

 調査データからわかること：
• 園内のそれぞれの場所によって異なるアクティビティのタイプが見られ、多様な場所があることがわかる。
• 税関線沿いはあまり多くのアクティビティが見られない。

考察

東遊園地周辺

調査データの考察：滞留行動の傾向調査データ：滞留行動（左：平日　右：休日）

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑 1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興の
モニュメント

仔馬の像

平日
0 100m

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑 1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興の
モニュメント

仔馬の像

休日
0 100m

虹の泉
喫煙者
多数

座って
休憩など

座って
休憩など

座って
休憩など

座って
休憩など

座って会話など

立ち話など

立ち止まって、楽しむ

立ち止まって、楽しむ

子供遊びなど
立って楽しむ

座って飲食、
会話など

座って休憩、
飲食、楽しむ

モーツァルト像

シムの碑 1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興の
モニュメント

仔馬の像

0 100m

凡例：
滞留状況
  座っている
  立っている

滞留状況
  　話している
  　飲食している
  　楽しむ（買い物・写真 など）

  　休憩・待ち合わせ
  　道に迷っている様子
  　喫煙

  　その他（バス待ち など）
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Ⅱ- 1  認知的な街路構造特性 歩行動線を軸線で表すネットワーク図を作成し、各線分の特性（認知されやすさ）を数値
化・可視化しました。

 空間特性指標からわかること：
 三宮交差点や国際会館前交差点は、やは
り三宮の空間認知的な中心である。それ
にふさわしい動線、空間配置デザインが
期待される。

 右図は、エリアの街路構造の特性を、認
知されやすさの観点から指標化したもの
です。値が高い（赤系）ほど「表通り」的
に認知されやすく、値が低い（青系）ほ
ど「裏通り」的に認知されやすいと言え
ます。

計算：
真直ぐに視認できる
範囲を１本の直線で
示し、それぞれの線
の接続関係をグラフ
理論の近接性の考え方
に沿って指標化したも
の。指標の計算方法は
Hillier/Hanson（1984）
の理論を用いる。 
（解析範囲：Rad=3 …角
を三回曲がるまでにたど
り着く範囲）

神戸
サンボ

ーホー
ル

磯上
公園

ミン
ト

神戸JR三
ノ宮
駅

阪急
神戸
三宮
駅

生田
神社

生
田
ロ
ー
ド

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸
国際
会館

御幸
通

花時
計線

神戸
市役
所

1号館

2号館

三宮
セン
ター
街

ピア
ザ神
戸

オー
パ

みず
ほ

銀行

三井住友銀行

日本銀行

関西電力

鯉
川
筋

東
遊
園
地

0 500m

近接中心性（解析範囲：R3）

指標値：
 高  「表通り」として

 認知されやすい特性

  「裏通り」として
 低 認知されやすい特性
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Ⅱ- 2  動線的な街路構造特性 歩行者動線を軸線で表すネットワーク図を作成し、各線分の特性（周辺とのつながりの良
さ、行きやすさ、途中経路としての使われやすさ）を数値化、可視化しました。

 空間特性指標からわかること：
• 現況の三宮交差点（クロススクエア）は、駅
の直近であるものの、エリアの各所をつ
なぐ機能＝動線的な中心性が弱い部分も
ある。
• 各所において、南北動線および東西動線
の機能を強化することにより、エリアの
特性が変わることが予想される。

エリア内の２地点間を移動する際に自ずと通りか
かりやすい場所と、そうでない場所があります。左
図の媒介中心性は、それぞれ、近隣、広域での移
動の際の「通り掛かりやすさ」を表す指標です。

駅からの近接感指標が高い場所は、鉄道利用者が到
着後すぐに（あるいは帰る間際に）通る可能性が高い
場所となります。三宮センター街や神戸国際会館
あたりは近接感が高い一方で、旧居留地などは指
標値が低くなっています。

神戸
サンボ

ーホー
ル

磯上
公園

ミン
ト

神戸JR三
ノ宮
駅

阪急
神戸
三宮
駅

生田
神社

生
田
ロ
ー
ド

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸
国際
会館

御幸
通

花時
計線

神戸
市役
所

1号館

2号館

三宮
セン
ター
街

ピア
ザ神
戸

オー
パ

みず
ほ

銀行

三井住友銀行

日本銀行

モンベル

関西電力

鯉
川
筋

東
遊
園
地

0 500m

神戸
サンボ

ーホー
ル

磯上
公園

ミン
ト

神戸JR三
ノ宮
駅

阪急
神戸
三宮
駅

生田
神社

生
田
ロ
ー
ド

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸
国際
会館

御幸
通

花時
計線

神戸
市役
所

1号館

2号館

三宮
セン
ター
街

ピア
ザ神
戸

オー
パ

みず
ほ

銀行

三井住友銀行

日本銀行

モンベル

関西電力

鯉
川
筋

東
遊
園
地

0 500m

神戸
サンボ

ーホー
ル

磯上
公園

ミン
ト

神戸JR三
ノ宮
駅

阪急
神戸
三宮
駅

生田
神社

生
田
ロ
ー
ド

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸
国際
会館

御幸
通

花時
計線

神戸
市役
所

1号館

2号館

三宮
セン
ター
街

ピア
ザ神
戸

オー
パ

みず
ほ

銀行

三井住友銀行

日本銀行

モンベル

関西電力

鯉
川
筋

東
遊
園
地

0 500m

三宮駅［主要2地点］からの近接感（距離＋屈折の統合指標）

媒介中心性［近隣］（解析範囲： 400ｍ 圏） 媒介中心性［広域］（解析範囲： 1200ｍ 圏）

計算：
まず、エリア内の動線を線分に分割
し単位空間とする。400ｍ（1200m）
圏内に含まれる任意の２つの単位空
間の間の最適経路（屈折角度を最少に
する経路）を選択し、その経路とし
て選ばれた単位空間にポイントを加
算していく。これを全ての組合せで
行った際の、各単位空間のポイント
数（グラフ理論の媒介中心性）を標準
化したものを指標値とする。

計算：
三ノ宮駅中央部（JR三ノ宮駅西口～
ポートライナー三宮駅）からの距離を、
物理的な距離（メートル単位）と認知
的な距離（屈折角度の累計）のそれぞ
れでデータ化し、これらを合成して
指標化を行ったもの。物理的距離は
対数を、認知的な距離は平方根をと
り、これらを掛け合わせた値の逆数
を指標値とする。

指標値：
 高  「近隣／広域の移動」

 に使われやすい

 「近隣／広域の移動」
 低 に使われにくい

指標値：
 高  「駅に近い」

 と感じる

 「駅から遠い」
 低 と感じる
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Ⅱ- 3  詳細な空間特性 それぞれの場所の視覚的な広がりやアクセス性（動線面での利便性、使われやすさ）などの
指標の解析を行い、詳細な空間特性を把握しました。

三宮駅周辺

 空間特性指標からわかること：
• 三宮駅周辺の歩行空間では、視覚的な広
がりが乏しい場所が多い。
• 動線の中心となる場所が複数箇所に存在
しており、それぞれ相互のつながりが弱い。
• 三宮交差点に面する街区の一つに、視覚
的、動線的なつながりが非常に弱い部分
がある。

視認可能平面の大きさ指標（歩行空間の視覚的な広がり） アクセス性指標（エリア内での動線のつながりの良さ・近接中心性）

ミン
ト

神戸

JR三
ノ宮
駅

阪急

神戸
三宮
駅

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸

国際
会館 御幸

通

三宮
セン
ター
街

オー
パ

みず
ほ

銀行

指標値
High

Low

地上 (1F) 0 200m

ミン
ト

神戸

JR三
ノ宮
駅

阪急

神戸
三宮
駅

交番

神戸
マル
イ

神戸
阪急

神戸

国際
会館 御幸

通

三宮
セン
ター
街

オー
パ

みず
ほ

銀行

指標値
High

Low

地上 (1F) 0 200m
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• 駅前広場や公園など、空間的な広がりのある場所においては、経路
選択などの行動の自由度が比較的高いと言えます。人はその場で視
覚的な広がりや動線のつながり等の空間特性を読み取って（意識的あ
るいは無意識に）行動を決めています。
• 右記のような方法で、場所相互の関係性から空間特性を指標化しま
す。これらの指標を用いて場所の特性を理解したうえで、課題やポ
テンシャルを議論し、施設等の配置や動線など、デザインの計画に
活かします。

計算：
各タイル（単位空間）からの視界
の範囲を描き、そこから見える
他のタイルの数を計測する。

ある点から視認可能な
点をカウント

ある点との接続関係を計算、
黄色は2段階、緑は3段階向
こうにある。

全ての点について
視認可能範囲を計算して
メッシュに色付け

全ての点について接続関係
を計算

視認可能平面の大きさ指標
（歩行空間の視覚的な広がり）

アクセス性指標
（エリア内での動線の
つながりの良さ・近接中心性）

計算：
各タイルからの直線移動可能範
囲を描き、それらの範囲の相互
接続関係をグラフ理論を用い
て解析する。指標の計算方法は
Hillier /Hanson（1984） の理
論を用いる。 （解析範囲は施設全
域：Rad=n）。

左：視認可能平面の大きさ指標
（歩行空間の視覚的な広がり）
右：アクセス性指標
（エリア内での動線のつながりの良さ・近接中心性）

虹の泉

モーツァルト像

シムの碑 1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興の
モニュメント

仔馬の像

0 200m

虹の泉

税
関
線

モーツァルト像

シムの碑 1.17 希望の灯り

大噴水

慰霊と復興の
モニュメント

仔馬の像

0 200m

東遊園地周辺

 空間特性指標からわかること：
• 園内の中央西側は、視覚的に広がりを感
じられる場所となっており、動線のつな
がりも良く自由に移動できる。
• 税関線に沿った東側部分は、動線の屈折
が多くアクセス性指標が低い場所が多い。
税関線の南北動線のつながりが弱いこと
の一因と考えられる。
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• 市民は広場内をあまり歩かない
• 観光客は乱横断が多い

広場内の人通りが少ない

歩行者数（人）

■ 1500 to 6000
■ 800 to 1500
■ 400 to 800
■ 200 to 400
■ 100 to 200
■ 0 to 100

トラファルガー広場（左：従前、左：従後）

人流トレース調査（左：従前、左：従後）

休日昼の人通り（左：従前、左：従後）

広場内の人通りが増加

• 広場を通り抜ける市民が増加
• 広場内で立ち止まる人が増えた

再整備内容  • ロンドンのナショナルギャラリー前に位置するトラファルガー
広場は名実ともに「街の中心」にも関わらず、人通りの少ない
閑散とした状態であった。

  • ロンドン市民が広場内を通るのを避けていることに着目し、ス
ペースシンタックス調査・分析により、人々の回遊を妨げる現
況の空間の課題を挙げ、それを解決するデザイン案（取り囲む街
路の一部を歩行者空間化、壁の一部を壊して大階段を整備、横断しや
すい交通島の整備等）で2003年に再整備を行った。

整備効果  • 整備後、人通りは格段に増え、広場内の通行量は13倍になった。

歴史ある街の中心が、人の動きを誘発するデザインにより
人々に親しまれる新たな「街の中心」として再生

空間特性分析事例 ― トラファルガー広場の再生（ロンドン・2003年）
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